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(57)【要約】
【課題】構内交換機が収容する複数の内線端末の各々に
発番号を固定的に用意する必要もなく、設備コストの大
幅軽減を図ることができると共に、発信者が意識的に発
番号を選択して発信する煩雑な操作の必要もなく、その
操作性の大幅向上を図る構内交換機を提供することにあ
る。
【解決手段】構内交換機１は、複数の発番号を記憶した
記憶装置４と、任意の内線端末から一般加入者端末３に
対する発信操作を検出すると、記憶装置５に記憶中の複
数の発番号の中から、未使用の発番号を検索する発番号
検索部４１と、この発番号検索部４１にて検索された未
使用の発番号を、発信操作した内線端末に対応する発番
号として一般加入者端末３に通知する発番号通知部４２
とを有している。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信網及び複数の内線端末を収容接続すると共に、前記複数の内線端末の内、任意の内
線端末から前記通信網を通じて相手先端末に対する発信操作を検出すると、前記相手先端
末に対して発信操作を行った内線端末に対応する発番号を通知する構内交換機であって、
　複数の発番号を記憶した記憶手段と、
　前記任意の内線端末から前記相手先端末に対する発信操作を検出すると、前記記憶手段
に記憶中の複数の発番号から未使用の発番号を検索する発番号検索手段と、
　この発番号検索手段にて検索された未使用の発番号を、前記任意の内線端末に対応する
発番号として前記相手先端末に通知する発番号通知手段とを有することを特徴とする構内
交換機。
【請求項２】
　前記発番号検索手段にて前記任意の内線端末に関わる前記未使用の発番号を検索すると
、この発番号に対応付けて、同内線端末の内線番号及び同相手先端末の相手先番号を前記
記憶手段に記憶する記憶制御手段を有することを特徴とする請求項１記載の構内交換機。
【請求項３】
　前記通信網を通じて前記相手先端末から前記発番号に関わる折返し着信を検出すると、
同相手先端末の相手先番号及び同発番号に対応する前記内線端末の内線番号を前記記憶手
段から検索する内線番号検索手段と、
　この内線番号検索手段にて検索した前記内線番号に基づき、同内線番号の内線端末に対
して前記相手先端末の折返し着信に関わる呼出動作を実行する呼出手段とを有することを
特徴とする請求項２記載の構内交換機。
【請求項４】
　前記記憶制御手段は、
　前記内線端末に対する前記呼出手段の呼出動作に応じて、前記内線端末及び前記相手先
端末間の通話が確立すると、同発番号に対応する前記内線端末の内線番号及び前記相手先
端末の相手先番号を前記記憶手段から消去することを特徴とする請求項３記載の構内交換
機。
【請求項５】
　前記記憶制御手段は、
　前記発番号検索手段にて前記任意の内線端末に関わる前記未使用の発番号を検索し、こ
の発番号に対応付けて、同内線端末の内線番号及び同相手先端末の相手先番号を前記記憶
手段に記憶すると、所定時間の計時動作を開始し、同所定時間経過に応じて同発番号に対
応する前記内線端末の内線番号及び前記相手先端末の相手先番号を前記記憶手段から消去
することを特徴とする請求項２記載の構内交換機。

                                                                              
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、構内交換機に関し、特に、発信者番号を相手先に通知する機能を有する構内
交換機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　発信者番号を相手先に通知する機能を有する従来の構内交換では、収容される複数の内
線端末の各々に発番号を割り当てて、任意の内線端末から相手先端末に対して発信した際
に、その内線端末に割り当てられた発番号を送信して、相手の相手先端末に通知すること
ができる。
【０００３】
　このため、従来においては、各内線端末に発番号を固定的に割り当てて、発番号に基づ
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いて相手先端末が所望の内線端末に発信するようになっていた。
【０００４】
　また、ある提案の交換機では、内線端末からの発信を通知される内線端末制御部と、そ
の内線端末制御部より設定データの検索を依頼される設定データ検索部と、その設定デー
タ検索部による検索の結果を通知されるＩＳＤＮ局制御部とを有し、通話相手と発信者番
号とを対応づけることにより、通話相手に応じた発信者番号を通知するようになっている
。
【０００５】
　さらに、この場合、内線端末からの発信であるテナント番号・発信番号に対し、設定デ
ータ検索部が、テナント番号テーブル内のテナント番号と内線端末制御部より通知された
テナント番号とを比較する比較手段と、発信番号テーブル内の発信番号と内線端末制御部
より通知された発信番号とを比較する比較手段とを有しているため、発信者が自ら発番号
を指定して発信することができる（特許文献１参照）。
【特許文献１】特開平７－１１１５３８号公報（段落番号００１２および図２参照）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、従来のように各内線端末に発番号を固定的に割り当てる交換機の場合に
は、内線端末の数だけ発番号を用意しなければならず、設備のコストアップを招くという
問題があった。
【０００７】
　また、上記特許文献１のように、発信者が発番号を選択して発信する交換機の場合には
、発信者が意識的に発番号を選択して発信しなくてならず煩雑な操作が必要であるという
問題があった。
【０００８】
　また、各内線端末に発番号を固定的に割り当てない従来の交換機の場合には、任意の内
線端末からの発信を相手先端末で着信して通話を行った際に、その相手先端末が発番号を
記憶したとしても、記憶した発番号と発信目標の内線端末との対応関係が交換機側で保た
れないので、その相手先端末から同じ内線端末を指定して折り返し発信することができな
いという問題があった。
【０００９】
　本発明は上記従来の技術の課題を解決するものであり、構内交換機が収容する複数の内
線端末の各々に発番号を固定的に用意することなく、その設備コストの大幅軽減を図るこ
とを目的とする。
【００１０】
　また、本発明は、発信者が意識的に発番号を選択して発信する煩雑な操作を必要とする
ことなく、その操作性の大幅向上を図ることを目的とする。
【００１１】
　また、本発明は、任意の内線端末から相手先端末に着信した後、その相手先端末の着信
履歴から同じ内線端末ユーザに対してダイレクトに折り返し発信ができるようにすること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　前記課題を解決するために、本発明の構内交換機は、通信網及び複数の内線端末を収容
接続すると共に、前記複数の内線端末の内、任意の内線端末から前記通信網を通じて相手
先端末に対する発信操作を検出すると、前記相手先端末に対して発信操作を行った内線端
末に対応する発番号を通知する構内交換機であって、複数の発番号を記憶した記憶手段と
、前記任意の内線端末から前記相手先端末に対する発信操作を検出すると、前記記憶手段
に記憶中の複数の発番号から未使用の発番号を検索する発番号検索手段と、この発番号検
索手段にて検索された未使用の発番号を、前記任意の内線端末に対応する発番号として前
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記相手先端末に通知する発番号通知手段とを有することを特徴とする。
【００１３】
　従って、本発明の構内交換機によれば、任意の内線端末から相手先端末に対する発信操
作を検出すると、記憶中の複数の発番号から未使用の発番号を検索し、この検索された未
使用の発番号を、前記任意の内線端末に対応する発番号として前記相手先端末に通知する
ようにしたので、構内交換機が収容する複数の内線端末の各々に発番号を固定的に用意す
る必要もなく、設備コストの大幅軽減を図ることができると共に、発信者が意識的に発番
号を選択して発信する煩雑な操作の必要もなく、その操作性の大幅向上を図ることができ
る。
【００１４】
　また、本発明の構内交換機は、前記発番号検索手段にて前記任意の内線端末に関わる前
記未使用の発番号を検索すると、この発番号に対応付けて、同内線端末の内線番号及び同
相手先端末の相手先番号を前記記憶手段に記憶する記憶制御手段を有することを特徴とす
る。
【００１５】
　従って、本発明の構内交換機によれば、前記発番号検索手段にて前記任意の内線端末に
関わる前記未使用の発番号を検索すると、この発番号に対応付けて、同内線端末の内線番
号及び同相手先端末の相手先番号を前記記憶手段に記憶するようにしたので、発信操作し
た内線端末と相手先端末との接続の履歴を保存することで、その後における相手先端末の
折返し着信に対応することができる。
【００１６】
　また、本発明の構内交換機は、前記通信網を通じて前記相手先端末から前記発番号に関
わる折返し着信を検出すると、同相手先端末の相手先番号及び同発番号に対応する前記内
線端末の内線番号を前記記憶手段から検索する内線番号検索手段と、この内線番号検索手
段にて検索した前記内線番号に基づき、同内線番号の内線端末に対して前記相手先端末の
折返し着信に関わる呼出動作を実行する呼出手段とを有することを特徴とする。
【００１７】
　従って、本発明の構内交換機によれば、前記相手先端末から前記発番号に関わる折返し
着信を検出すると、同相手先端末の相手先番号及び同発番号に対応する前記内線端末の内
線番号を前記記憶手段から検索し、この検索した内線番号に基づき、同内線番号の内線端
末に対して前記相手先端末の折返し着信に関わる呼出動作を実行するようにしたので、相
手先端末のユーザは、着信履歴のある内線端末のユーザに対してダイレクトに発信するこ
とができる。
【００１８】
　また、本発明の構内交換機は、前記記憶制御手段が、前記内線端末に対する前記呼出手
段の呼出動作に応じて、前記内線端末及び前記相手先端末間の通話が確立すると、同発番
号に対応する前記内線端末の内線番号及び前記相手先端末の相手先番号を前記記憶手段か
ら消去することを特徴とする。
【００１９】
　従って、本発明の構内交換機によれば、前記内線端末に対する前記呼出手段の呼出動作
に応じて、前記内線端末及び前記相手先端末間の通話が確立すると、同発番号に対応する
前記内線端末の内線番号及び前記相手先端末の相手先番号を前記記憶手段から消去するよ
うにしたので、内線端末及び相手先端末間の通話確立後は相手先端末から内線端末への折
返し発信の機会も少なくなるため、記憶手段内部のメモリ領域を有効的に活用することが
できる。
【００２０】
　また、本発明の構内交換機は、前記記憶制御手段が、前記発番号検索手段にて前記任意
の内線端末に関わる前記未使用の発番号を検索し、この発番号に対応付けて、同内線端末
の内線番号及び同相手先端末の相手先番号を前記記憶手段に記憶すると、所定時間の計時
動作を開始し、同所定時間経過に応じて同発番号に対応する前記内線端末の内線番号及び
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前記相手先端末の相手先番号を前記記憶手段から消去することを特徴とする。
【００２１】
　従って、本発明の構内交換機によれば、前記発番号検索手段にて前記任意の内線端末に
関わる前記未使用の発番号を検索し、この発番号に対応付けて、同内線端末の内線番号及
び同相手先端末の相手先番号を前記記憶手段に記憶すると、所定時間の計時動作を開始し
、同所定時間経過に応じて同発番号に対応する前記内線端末の内線番号及び前記相手先端
末の相手先番号を前記記憶手段から消去するようにしたので、所定時間、例えば１週間経
過後は相手先端末から内線端末への折返し発信の機会も少なくなるため、記憶手段内部の
メモリ領域を有効的に活用することができる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明の構内交換機によれば、任意の内線端末から相手先端末に対する発信操作を検出
すると、記憶中の複数の発番号から未使用の発番号を検索し、この検索された未使用の発
番号を、前記任意の内線端末に対応する発番号として前記相手先端末に通知するようにし
たので、構内交換機が収容する複数の内線端末の各々に発番号を固定的に用意する必要も
なく、設備コストの大幅軽減を図ることができると共に、発信者が意識的に発番号を選択
して発信する煩雑な操作の必要もなく、その操作性の大幅向上を図ることができるという
効果が得られる。
【００２３】
　また、本発明の構内交換機によれば、前記相手先端末から前記発番号に関わる折返し着
信を検出すると、同相手先端末の相手先番号及び同発番号に対応する前記内線端末の内線
番号を前記記憶手段から検索し、この検索した内線番号に基づき、同内線番号の内線端末
に対して前記相手先端末の折返し着信に関わる呼出動作を実行するようにしたので、相手
先端末のユーザは、着信履歴のある内線端末のユーザに対してダイレクトに発信すること
ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、この発明の実施の形態を添付図面に基づいて説明する。図１は本実施形態におけ
る構内交換機１の構成を示すブロック図である。図１において、構内交換機１は、複数の
内線端末６および公衆網２を介して接続される相手先端末である一般加入者端末３の間に
通話路を形成する。このために、構内交換機１は、通話路スイッチＳＷ、局線トランクＣ
ＯＴａ、内線トランクＬＩＮａ～ＬＩＮｎ、制御装置４、記憶装置５を備えている。制御
装置４は、マイクロプロセッサを基本に構成され、呼接続動作などの構内交換機１全体の
動作を制御するものである。記憶装置５は、ＥＥＰＲＯＭやフラッシュメモリ等の不揮発
性のメモリで構成され、局データ、制御プログラムなどを格納するものである。
【００２５】
　構内交換機１は、公衆網２及び複数の内線端末６を収容接続すると共に、複数の内線端
末６の内、任意の内線端末６から公衆網２を通じて一般加入者端末３に対する発信操作を
検出すると、その一般加入者端末３に対して、発信操作した内線端末６に対応する発番号
を通知する。このため、後述するように、複数の発番号が記憶装置５に記憶されている。
【００２６】
　さらに、制御装置４の内部には、発番号検索部４１、発番号通知部４２、記憶制御部４
３、内線番号検索部４４、内線番号呼出部４５が設けられ、バスインタフェース（Ｉ／Ｆ
）４６によって交換機１のバスＢＵに適宜接続される。
【００２７】
　発番号検索部４１は、任意の内線端末６から一般加入者端末３に対する発信操作を検出
すると、記憶装置５に記憶中の複数の発番号の中から、未使用の発番号を検索するもので
ある。
【００２８】
　発番号通知部４２は、この発番号検索部４１にて検索された未使用の発番号を、発信操
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作した内線端末６に対応する発番号として、一般加入者端末３に通知するものである。
【００２９】
　記憶制御部４３は、発信操作した内線端末６に関わる未使用の発番号が発番号検索部４
１によって検索されると、この発番号に対応付けて、その内線端末６の内線番号及びその
一般加入者端末３の相手先番号を記憶装置５に記憶するものである。
【００３０】
　内線番号検索部４４は、公衆網２を通じて一般加入者端末３から発番号に関わる折返し
着信を検出すると、その一般加入者端末３の相手先番号及び同発番号に対応する内線端末
６の内線番号を記憶装置５から検索するものである。
【００３１】
　内線番号呼出部４５は、内線番号検索部４４にて検索された内線番号に基づき、その内
線番号の内線端末６に対して一般加入者端末３の折返し着信に関わる呼出動作を実行する
ものである。
【００３２】
　尚、請求項に記載の記憶手段は記憶装置５、番号検索手段は発番号検索部４１、発番号
通知手段は発番号通知部４２、記憶制御手段は記憶制御部４３、内線番号検索手段は内線
番号検索部４４、呼出手段は内線番号呼出部４５、内線端末は内線端末６、相手先端末は
一般加入者端末３に対応する。
【００３３】
　通話路スイッチＳＷは、制御装置４の制御により、局線トランクＣＯＴａと内線トラン
クＬＩＮａ～ＬＩＮｎの相互間、内線トランクＬＩＮａ～ＬＩＮｎの相互間の通話路を形
成して、任意の内線端末６と一般加入者端末３との間を接続して通話を可能にする。
【００３４】
　図２は記憶装置５に格納されている契約発番号リスト（以下、単に発番号リストと称す
る）を示す図である。図２に示すように、発番号リストＤ１は、複数の発番号ａ～発番号
ｎを格納できるエリアＤ１ａ～Ｄ１ｎで構成され、アドレスを指定することによって発番
号を指定するようになっている。この発番号の数と同数の相手先端末に対して同時に通話
路を形成することができる。このため、各発番号のアドレスに、未使用である（空きであ
る）かどうかを示すフラグを設けてもよい。
【００３５】
　図３は、内線端末６から相手先端末である一般加入者端末３に発信する際に、記憶装置
５に登録される発信者管理リストを示す図である。図３に示すように、この発信者管理リ
ストＤ２の各リストは、相手先番号、発番号、発信者情報（例えば内線番号やＩＰアドレ
ス等）、およびタイマカウンタのデータの組合せで構成されている。すなわち、発信者管
理リストＤ２には、相手先番号ａ～相手先番号ｎ、発番号ａ～発番号ｎ、発信者情報ａ～
発信者情報ｎ、タイマカウンタａ～タイマカウンタｎのそれぞれの組合せを１要素として
登録できるエリアＤ２ａ～Ｄ２ｎで構成されている。記憶制御部４３は、各エリアをアド
レスで指定し、データの検索、登録および消去等のリスト制御動作を実行するものである
。
【００３６】
　図４は、構内交換機１に収容される内線端末６が一般加入者端末３へ発信する際の動作
フロー図である。図４において、例えば、１つの内線端末６からの一般加入者端末３への
呼出操作を内線トランクＬＩＮａが検出し、制御装置４へ通知する（ステップＳ１０１）
。
【００３７】
　制御装置４内部の発番号検索部４１は、内線トランクＬＩＮａを通じて呼出操作を検出
すると、使用可能な発番号を検索するため、発番号リストＤ１の先頭のアドレスを指定し
て、そのアドレスから発番号を抽出し（ステップＳ１０２）、抽出した発番号で発信者管
理リストＤ２の発番号格納リストをサーチする（ステップＳ１０３）。次に、サーチした
エリア（発番号ａ～発番号ｎ）において、抽出した発番号が使用中かどうかを確認する（
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ステップＳ１０４）。すなわち、抽出した発番号が空き（未使用）であるか、又は、公衆
網２との間で通話路が形成されて使用中であるかを確認する。
【００３８】
　ステップＳ１０３において、指定した発番号が使用中であると判定された場合は、発信
者管理リストＤ２に発番号の残りがあるかどうかを判定する（ステップＳ１０５）。発番
号の残りがないと判定された場合には、発信不可処理を行う（ステップＳ１０６）。例え
ば、発信操作した内線端末６に対して、すべての発番号が使用中である旨を通知する。
【００３９】
　一方、ステップＳ１０５において、発番号の残りがあると判定された場合には、リスト
アドレスを＋１インクリメントして（ステップＳ１０７）、ステップＳ１０２に移行して
、次の発番号を抽出する。そして、使用可能な発番号を見つけるまでステップＳ１０２～
ステップＳ１０７の処理動作を繰り返す。
【００４０】
　ステップＳ１０４において、使用中でない発番号があったときは、その発番号が同一の
相手先に通知された発番号であるかどうかを判定する（ステップＳ１０８）。同一の相手
先に通知された発番号である場合には、さらに、当該発番号を、以前に指定して発信を行
った発信者（発信者の内線番号等）の確認を行う。（ステップＳ１０９）。同一の発信者
によって指定された発番号であって、他の発信者によって以前に指定された発番号である
場合には、リストアドレスを＋１インクリメントして（ステップＳ１０７）、ステップＳ
１０２に移行して、次の発番号を抽出することになる。そして、使用可能な他の発番号を
見つけるまでステップＳ１０２～ステップＳ１０７の処理動作を繰り返す。ステップＳ１
０９において、発信者の内線番号等の情報を確認する理由は、構内交換機１に収容されて
いる内線端末より所定の発番号を使用して一般加入者端末に発信を行い、その一般加入者
端末より折り返し発信された場合に、発信者の内線端末（内線番号）を特定できなくなる
からである。これは、発信者（内線番号）と使用した発番号との対応づけがされていない
場合、一つの発番号に複数の内線番号が対応づいて着信処理が複雑になる恐れがあるから
である。
【００４１】
　尚、次の発番号を検索する理由は次のような理由があげられる。例えば、図３の発信者
管理リストＤ２において、リスト内容Ｄ２ａとリスト内容Ｄ２ｋとを比較すると、発番号
ａが同一で相手先番号ａも同一であるが、リスト内容Ｄ２ａの発信者情報（内線番号）ａ
とリスト内容Ｄ２ｋの発信者情報（内線番号）ｂとは異なっている。このような場合、同
じ発番号をそのまま登録すると、同じ発番号に基づいて、同じ相手先番号の一般加入者端
末３に対して、異なる内線端末６から発信することになる。その結果、一般加入者端末３
の着信履歴には異なる内線端末６のユーザであるにも関わらず、同一の発番号が記憶され
てしまう。その結果、一般加入者端末３が着信履歴の発番号に基づいて交換機１に対して
発信した場合、着信した交換機１の制御装置４では、その着信に応じて呼び出す内線端末
６を決定することができないことになる。それ故に発信者管理リストＤ２内の他の発番号
を検索するのである。
【００４２】
　また、ステップＳ１０８において、指定している発番号が同一の相手先でないと判定さ
れた場合には、一般加入者端末３の相手先番号、今回の発信で使用する発番号、および、
発信者情報（内線番号）をリスト内容として発信者管理リストＤ２のエリアに登録し（ス
テップＳ１１０）、登録した相手先番号の一般加入者端末３に対して発信する（ステップ
Ｓ１１１）。その一般加入者端末３が着信した場合には（ステップＳ１１２）、着信時に
通知された発番号が一般加入者端末３に表示される（ステップＳ１１３）。尚、一般加入
者端末３の着信履歴には、発信先である内線端末６の発番号が残ることになる。
【００４３】
　また、一般加入者端末３は、内線端末６からの着信を検出すると、同内線端末６の発番
号が表示され（ステップＳ１１２）、その一般加入者端末３が応答したときは（ステップ
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Ｓ１１３）、発信した内線端末６と着信した一般加入者端末３との間の通話を確立する（
ステップＳ１１４）。
【００４４】
　尚、制御装置４は、ステップＳ１１１にて内線端末６から一般加入者端末３への発信動
作を行うと、同内線端末６の発番号に対応する相手先番号及び発信者情報（内線番号）を
格納したリスト内容のタイマカウンタの計時動作を開始するものである。そして、制御装
置４では、同タイマカウンタがタイムアップした場合、一般加入者端末３から内線端末６
への折返し発信の機会も少なくなるため、発信者管理テーブルＤ２から同内線端末６の発
番号に対応する相手先番号、発信者情報（内線番号）及びタイマカウンタの該当リスト内
容を消去することになる。
【００４５】
　また、一般加入者端末３では、内線端末６からの着信を検出すると、その着信に応答す
るか否かに関わらず、その着信履歴に内線端末６の発番号が残ることになる。
【００４６】
　そこで、次に一般加入者端末３から着信履歴に残る発番号に発信する際の動作について
説明する。図５は、一般加入者端末３から着信履歴の残る発番号に対して発信する際の動
作フロー図である。
【００４７】
　一般加入者端末３の着信履歴には、着信時の発番号が記憶されている。この記憶されて
いる発番号に基づいて一般加入者端末３が発信する（ステップＳ２０１）。
【００４８】
　制御装置４の内線番号検索部４４は、この一般加入者端末３からの着信を検出すると（
ステップＳ２０２）、発信メッセージより発番号（一般加入者端末３側の発番号）および
着番号（内線端末６の発番号）を抽出する（ステップＳ２０３）。次に、抽出した発番号
（一般加入者端末３側の発番号）および着番号（内線端末６の発番号）で記憶装置４の発
信者管理リストＤ２を検索する（ステップＳ２０４）。そして、抽出した発番号（一般加
入者端末３側の発番号）および着番号（内線端末６の発番号）と一致するリスト内容があ
るかどうかを判定する（ステップＳ２０５）。すなわち、抽出した着番号（内線端末６の
発番号）とリスト内容の発番号とが一致し、かつ抽出した発番号（一般加入者端末３側の
発番号）とリスト内容の相手先番号とが一致するかどうかを判定する。一致するリスト内
容がない場合には、一般着信処理を行う（ステップＳ２０６）。例えば、使用中でない他
の任意の内線端末６に着信を転送する。
【００４９】
　ステップＳ２０５において、発番号（加入者端末３側の発番号）および着番号（内線端
末６の発番号）と一致するリスト内容が発信者管理リストＤ２内にある場合、その一致す
るリスト内容の発信者情報（内線番号）を抽出して（ステップＳ２０７）、抽出した発信
者情報（内線番号）に対応する内線端末６を、内線番号呼出部４５によって呼び出し（ス
テップＳ２０８）、その内線端末６が応答すると（ステップＳ２０９）、一般加入者端末
３及び内線端末６間の通話を確立する（ステップＳ２１０）。そして、記憶制御部４３は
、通話が終了した時点で、発信者管理リストＤ２の該当するリスト内容を消去することに
なる（ステップＳ２１１）。
【００５０】
　以上のように、上記実施形態によれば、任意の内線端末６から一般加入者端末３に対す
る発信操作を検出すると、発番号リストＤ１に記憶中の複数の発番号から未使用の発番号
を検索し、この検索された未使用の発番号を、任意の内線端末６に対応する発番号として
一般加入者端末３に通知するようにしたので、構内交換機１が収容する複数の内線端末６
の各々に発番号を固定的に用意する必要もなく、設備コストの大幅軽減を図ることができ
ると共に、発信者が意識的に発番号を選択して発信する煩雑な操作の必要もなく、その操
作性の大幅向上を図ることができる。
【００５１】
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　また、上記実施形態によれば、発番号検索部４１にて任意の内線端末６に関わる未使用
の発番号を検索すると、この発番号に対応付けて、同内線端末６の内線番号及び同一般加
入者端末３の相手先番号をリスト内容として発信者管理リストＤ２に記憶するようにした
ので、発信操作した内線端末６と一般加入者端末との接続の履歴を保存することで、その
後における一般加入者端末３の折返し着信に対応することができる。
【００５２】
　また、上記実施形態によれば、一般加入者端末３から発番号に関わる折返し着信を検出
すると、一般加入者端末３の発番号（相手先番号）及び着番号（内線端末６の発番号）に
対応する内線端末６の発信者情報（内線番号）を発信者管理リストＤ２から検索し、この
検索した発信者情報（内線番号）に基づき、同内線端末６に対して一般加入者端末３の折
返し着信に関わる呼出動作を実行するようにしたので、一般加入者端末３のユーザは、着
信履歴のある内線端末６のユーザに対してダイレクトに発信することができる。
【００５３】
　また、上記実施形態によれば、一般加入者端末３から内線端末６への折返し着信に対す
る内線端末６の着信応答に応じて、内線端末６及び一般加入者端末３間の通話が確立する
と、同発番号に対応する内線端末６の発信者情報（内線番号）及び一般加入者端末３の相
手先番号を格納したリスト内容を発信者管理リストＤ２から消去するようにしたので、内
線端末６及び一般加入者端末３間の通話確立後は一般加入者端末３から内線端末６への折
返し発信の機会も少なくなるため、発信者管理リストＤ２内部のメモリ領域を有効的に活
用することができる。
【００５４】
　また、上記実施形態によれば、発番号検索部４１にて任意の内線端末６に関わる未使用
の発番号を検索し、この発番号に対応付けて、同内線端末６の内線番号及び同一般加入者
端末３の相手先番号を格納したリスト内容を発信者管理リストＤ２内に記憶し、一般加入
者端末３への発信動作に応じて、タイマカウンタの計時動作を開始し、同タイマカウンタ
のタイムアップに応じて同発番号に対応する内線端末６の内線番号及び一般加入者端末３
の相手先番号を格納したリスト内容を発信者管理リストＤ２から消去するようにしたので
、例えばタイマカウンタを１週間に設定した場合、１週間経過後は一般加入者端末３から
内線端末６への折返し発信の機会も少なくなるため、発信者管理リストＤ２内部のメモリ
領域を有効的に活用することができる。
【００５５】
　尚、上記実施の形態においては、例えば通信網としてＩＳＤＮ等の公衆網２として構内
交換機１を例に挙げて説明したが、例えば通信網をＩＰ網とした場合、構内交換機として
、電話交換機能を備えたサーバに該当することは言うまでもなく、この場合、内線端末６
の発信者情報はＩＰアドレス等に相当するものである。
【００５６】
　また、上記実施の形態においては、図４のステップＳ１１４にて内線端末６及び一般加
入者端末間の通話が確立したとしても、同内線端末６の発番号に対応する相手先番号及び
発信者情報（内線番号）を格納したリスト内容にあるタイマカウンタがタイムアップする
まで同リスト内容を保持するようにしたが、ステップＳ１１４にて内線端末６及び一般加
入者端末間の通話が確立した場合は同リスト内容を発信者管理リストＤ２から消去するよ
うにしても良い。
【産業上の利用可能性】
【００５７】
　本発明の構内交換機によれば、任意の内線端末から相手先端末に対する発信操作を検出
すると、記憶中の複数の発番号から未使用の発番号を検索し、この検索された未使用の発
番号を、前記任意の内線端末に対応する発番号として前記相手先端末に通知するようにし
たので、構内交換機が収容する複数の内線端末の各々に発番号を固定的に用意する必要も
なく、設備コストの大幅軽減を図ることができると共に、発信者が意識的に発番号を選択
して発信する煩雑な操作の必要もなく、その操作性の大幅向上を図ることができるため、
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例えば発信者番号通知機能を備えたＩＳＤＮ網の構内交換機に有用である。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】本発明の実施形態における構内交換機１の概略構成を示すブロック図である。
【図２】図１の記憶装置に格納した契約発番号リストを示す図である。
【図３】図１の記憶装置に格納した発信者管理リストを示す図である。
【図４】図１の構内交換機に収容される内線端末が一般加入者端末に対して発信する際の
動作フロー図である。
【図５】図１の一般加入者端末から着信履歴に残る発番号に対して発信する際の動作フロ
ー図である。
【符号の説明】
【００５９】
　１　　構内交換機
　２　　公衆網（通信網）
　３　　一般加入者端末（相手先端末）
　４　　制御装置
　５　　記憶装置（記憶手段）
　６　　内線端末
　４１　発番号検索部（発番号検索手段）
　４２　発番号通知部（発番号通知手段）
　４３　記憶制御部（記憶制御手段）
　４４　内線番号検索部（内線番号検索手段）
　４５　内線番号呼出部（呼出手段）
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